
(1ページのつづき)ださっているのです。「神はあなたがたに、あらゆる恵みをあふれるばかり

に与えることがおできになります。あなたがたが、いつもすべてのことに満ち足りて、すべて

の良いわざにあふれるようになるためです。」（コリントⅡ９：８）この神の言葉は真実です。

私たちの足りないところは、主の恵みによって補われます。この神の言葉を聞いて行う母とな

りたいと思います。イエス様は、すべての母親をもまことの平安へと招かれています。 

 

 
＜５月のスクールアルバム＞ 

             

            

 

 

 

【スクール農園 苗植え付け 】      【5・6年生 三殿台見学】       【中学部遠足 新江ノ島水族館】 

 

 

 

               【高等部新入生歓迎会 

                                                     みんなでボーリングへ】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お願い・ご報告 

●４月に体験入学をしていた TAさん（中３）は、５月より正式に入学しました。Aさん 

の祝福を祈りましょう。 

●７月２１日（土）、地域や教会の小中学生にスクールをアピールする機会とするために、 

ミニ文化祭をクリスタルチャペルにて行います。生徒主体で行いますが、保護者の皆さ 

まも、お手伝いくださるようご協力をお願いします。詳細は、追ってお知らせいたしま 

す。スクール生が加えられるよう一緒に取り組みましょう。 

●５月の朝食奉仕では、２８，９１４円、焼きそば等から２２，０００円をスクールに 

献げることができました。 

●２０１８年度日本郵便年賀寄付金の助成を受けて以下の機器を整備しました。 

 ウッドブロック、クラベス、マラカス、トーンチャイム、ミュージックベル、ワイヤレ 

 スマイク、三脚、調理器具・食器・キッチン用品(平和台教室用）、得点板キャスター付 

 

 

 

 

 

 

 

今月のみことば 

今月の暗唱聖句は、 

 あなたのみことばは、私の足のともしび、私の道の光です。（詩篇１１９：１０５） 

です。そのほか、詩篇５０：１５、箴言３：６、伝道者の書１２：１です。英語でも覚え

ましょう。ぜひ、ご家庭でもお子さまを励ましてあげてください。また、水曜日の礼拝時

間を４時間目に変更しました。合同礼拝には、保護者の皆さまもご参加ください。共に主に

礼拝をささげましょう。 



 

 

 

 

 

 

母マリアも、平安に招かれている 

小学部担任  荒木 かおり 

スクールにお子さんを送り出してくださるお母さんたち。日々、お弁当を作り、深い愛情と

祈りによってお子さん達の学校生活を支えてくださっていることを心から感謝し、尊敬してい

ます。私自身、母親という役目を神様からいただき、イエス様の母マリアがどのように子育て

していたのかを伝えている聖書の言葉にいつも聞きたいと思っています。 

ルカの福音書を読んでいると、ことあるごとにマリアが「これらのことをすべて心に納めて、

思いを巡らしていた」ことが伝えられています。子を思い、心配を募らせて、口出ししたい多

くの言葉を心に納めつつ思い巡らせる母の思いは、時代も国も問わず同じだと思わされます。

３０歳で親元を離れ、伝道活動を始められたイエス様の評判は方々へと伝えられ、常に多くの

病人や群衆がイスラエルの国中からイエス様の元へ押し寄せていたといいます。一方で、その

働きを良く思わない律法の専門家や神殿に仕える祭司たちは、イエスの教えや働きは戒律違反

であると厳しく批判し、死刑にまで持ち込もうとしていました。人気があり立派な息子であっ

たとしても、有力者からの批判のゆえに、マリアがどんなに大きな不安と恐れに襲われていた

のかは、想像に難くありません。 

そのような中、マリアはイエス様の元を訪ねました。息子の言動をいさめ、家に連れ帰ろう

としたのでしょうか。このマリアにイエス様が語られたのは「わたしの母、わたしの兄弟たち

とは、神のことばを聞いて行う人たちです。」（ルカ８：２１）という言葉でした。これを聞い

てマリアはひどく驚き、母親としての自分の不甲斐なさに失望したかもしれません。しかし、

むしろ主は、母の恐れを知っておられたのでした。息子が人々から批判され、失敗し、嘘つき

呼ばわりされることを何よりも恐れた母親の恐れを見ておられたのです。それゆえに、主は母

親が「神の言葉を聞いて行う」ことがどんなに大切なのかをはっきりと示されました。 

 母親たちは、子どものために出来る最大限の愛を行いますが、その一生懸命さゆえに、母と

しての自分に失望するのも母自身であるのかもしれません。もっとこうしてあげたい。自分の

せいで、わが子が十分に成長しないのではないか…と。完璧を目指すほどにその失望は尽きま

せん。しかし、主は母親たちに、恐れたり失望することはない。むしろ神の言葉を聞いて行い

なさい。と言われます。私たち母親は、神さまがその子のためにもっとも相応しい母としてお

与えになった、たった一人のお母さんだからです。どんなに母親として未熟で、欠点だらけに

思える自分であったとしても、主は、この私たちを大いに喜んでくださって、十分に整え、必

要を満たして、子どもたちの前に母として立つことが出来るようにしてく (４ページへつづく) 

  〒247-0024 横浜市栄区野七里一丁目 37-10 
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６月のカレンダー 

日 月 火 水 

    

3日 

 

4日 運動会代休 5日 

防災訓練（10時 45分～） 

6日 

小学部礼拝（4限） 

10日 11日 

 

 

委員会 

12日 

 

13日 

 

 

合同礼拝（4限） 

17日  

父の日フェスティバル 
（14時～16時） 

11時集合（中高生） 

13時 50分集合（小学生） 

18日 

フェスティバル代休 

19日 

 

20日 

小学部礼拝（4限） 

24日 

U-18リーグ vs 聖光学院 

25日 

 

 

ミニ文化祭準備（6限） 

26日 

 

 

27日 

合同礼拝（4限） 

・歯科検診、内科検診があります。 

 

＊１日（金）午後、小５、６中高等部は、運動会の準備になります。小３、４は、授業です。 

＊２日（土）、のあフェスティバル～運動会～を行います。９時クリスタルチャペルに集合です。 

雨天時は、上郷小学校体育館に変更です。プログラム、出場種目など詳細につきましては配 

布した文書にてご確認ください。なお、４日（月）は、代休（休校）です。 

＊５日（火）、地震を想定した防災訓練を行います。防災については、ご家庭でも、話し合いま 

しょう。 

＊１１日（月）～１５日（金）は、前期中間テスト週間（中高等部）です。生徒の皆さんは学 

習した内容をもう一度確認し、テストに臨んでください。ご家庭でも励ましをお願いします。 

＊１７日（日）１４時～１６時、父の日フェスティバルを野七里グランドにて行います。これ 

は地域の子どもたちと友だちになり、キリストの愛を伝えることを目指した行事です。中高 

生は、午前中から奉仕者として参加し、片付け後に下校となります。小学生の皆さんは、 

１３時５０分に集合し、ご家族やお友達と一緒に参加してください。なお、これに伴い、 

１８日（月）は代休とします。 

＊２１日（木）、尿検査①、７月４日（水）、尿検査②を実施します。忘れずに提出してくださ 

 い。（できるだけ２１日（木）に提出するようにしましょう。） 

＊２２日（金）は、開校記念日とし、休校です。 

＊２３日（土）１０時～１２時、クリスタルチャペルにて、岩上真歩子師によるワークショッ 

プを行います。「子どもに耳を傾けること①～共感的理解～」と題し、ロールプレイも入れな 

がら学びます。参加費は２，０００円です。参加を希望される方は、鈴木（桜）、平野までお 

申し込みください。 

 

前期中間試験（中高等部） 



 

 

木 金 土 

 1日 

運動会準備（午後:小 5～高校生） 

2日 

 

7日 

 

8日 

 

9日 

 

14日 

 

15日 

 

16日 

 

 

21日 

尿検査① 

22日 開校記念日 23日 

ワークショップセミナー 

(クリスタルチャペル 10～12時) 

28日 29日 30日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のあフェスティバル 

運 動 会 

  スタッフコラム 
新年度が始まり、早２か月が経ちました。うれしいことに小学部、中学部、高等部

それぞれに新入生を迎え、４月と５月には遠足に出掛けました。 

４月の遠足はスクールの生徒全員で金沢動物園へ行きました。三つのグループに分

かれ、年上の生徒が年下の仲間に優しく声をかけつつ、動物たちの姿をカメラに収め

ました。このスクールの上級生の面倒見の良さにはいつも感心せずにはいられません。

後で、一番かわいいと思う写真にみんなでワイワイ言いながら投票しました。 

五月の遠足は学部ごとに分かれて実施されました。中学部は新入生の希望を聞いて、

新江ノ島水族館へ足を運びました。イルカやアシカのショーではウェットスーツ姿の

飼育員一人ひとりがそれぞれ一匹の動物を担当していて、その担当する動物が指示通

りの芸を披露する度、えさを与えると共に、「今日はここまでやれたね。」、「よくでき

たね。」など、たくさんのほめ言葉をかけていました。「この方々はさぞかし良い先生

になるだろうな。」と敬服しました。「根気強く教え、できたらほめる」ということを

心掛けたいと思います。            中高等部副担任  矢島 千絵 

 

祈祷課題 

１．生徒一人ひとりが豊かに祝福されますように。 

２．スタッフが主の愛をいただいて、良い授業を準備できるように。 

３．生徒がふやされるように。 

４．スクールに繋がる方々のご家庭が大いに祝福されるように。 


